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施策目標 14-1 市民参画による開かれた市政を運営している 

                   （施策目標推進部：企画部）

１ 前期基本計画の「重点施策」                              

・市政に関する情報を適時に適切な方法で分かりやすく発信し，透明性の確保に努めます。

・市民参画の機会の充実に努めます。

・総合計画の取組の成果を市民目線で確認しながら，施策を改善していきます。

２「前期の取組成果」と「後期の課題」                           

市政に関する情報発信では，広報あしや，ホームページ，広報番組のほか，新たにサンテレビ

の文字データ放送「まちナビ」による情報発信を開始するなど，適切な時期でのわかりやすい発

信に努めるとともに，各種計画書，統計資料や阪神・淡路大震災関連資料などを行政情報コーナ

ー等に配架しました。また，*アシヤニューズレターの発行をはじめ，外国人向けの刊行物を発

行しました。

市民参画の機会の充実では，審議会等の活用，*ワークショップの開催，*パブリックコメント

や意見交換会の活用など，市政に対する市民の参画に必要な手続を実施するとともに市民の意見

を把握するため，各施策においてアンケート調査などを実施してきました。

しかしながら，様々な情報提供を行っていますが，市政に対するアンケート調査では回答率が

50％を下回ることや，「わからない」との回答が３割程度あり，*パブリックコメントを募集して

も意見が０件の場合が少なくなくありません。

また，これまでも市政における様々な取組について，評価を実施し，改善に努めてきましたが，

その進捗状況の公表や市民目線での評価が十分でないことなどが課題となっています。「市民参

画による開かれた市政を運営」に対しては，市民と職員とのアンケート調査結果に大きな開きが

あることからも，わかりやすい情報発信や市民目線での事業推進が必要です。

アンケートの定期的な実施などで市民の意見を把握して市政に反映できるよう，わかりやすい

評価制度の実施とそれを踏まえた事業展開や，市民が参画しやすい工夫などが必要です。

また，情報公開の基盤となる公文書等の適正な管理を進める必要があります。

３ 後期５年の重点施策                                   

14-1-1 市政に関する情報を適切な方法で整理し，公開性を高めます。 

（重点取組） 

①市民への情報の公開度を高めるため，情報提供のあり方を見直します。

②重要な歴史資料等の選別・保存方法の検討を含め，公文書の適正な管理・保存をさらに進め

ていきます。
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施策目標 14-2 変化に対応できる柔軟な組織運営をしている 

                   （施策目標推進部：総務部）

１ 前期基本計画の「重点施策」                              

・職員一人一人が能力の向上に努め，組織として行政サービスの向上を目指します。

・職員一人一人が横の連携を常に意識し，組織として柔軟かつ迅速に対応します。

・職員一人一人が公正の確保，法令遵守はもとより，危機管理意識の醸成を図りながら確実

な組織運営を行います。

２「前期の取組成果」と「後期の課題」                           

職員一人一人の能力向上では，「芦屋市人材育成基本方針」に基づき「“あしや”人材育成実施

計画」を策定し，職員の意識改革，資質向上，能力開発に取り組んできました。

組織横断的課題については，庁内調整会議や*プロジェクトチームの設置等を行うとともに，

行政サービス向上策として，部課横断的な改善の取組「*芦屋ＧｒｏｗＵＰチャレンジ」を実施

してきました。

また，市民から信頼される市政を進めていくために，個人情報保護や危機管理などの研修を行

ってきました。

しかしながら，変化する社会状況や多様な市民ニーズに迅速かつ的確に対応し，効果的で効率

的な行政運営を行い，信頼される市政を進めるためには，さらに柔軟な組織横断的な対応力や危

機対応能力の向上が課題となっています。

そのためには，課長級以上の職員を対象に本格導入している人事評価制度を全職員に広げるな

ど，行政サービスの質の向上に努力した職員を公正に評価し，自ら考え行動する職員を育成する

など人材育成を効果的に推進していくことが重要です。

３ 後期５年の重点施策                                   

14-2-1 自ら考え行動する職員を育成し，行政サービスの質の向上を目指します。 

（重点取組） 

①行政サービスの質の向上に努力した職員を公正に評価するために，人事評価制度を全職員に

導入し，上司と部下がともに成長できる人が育つ人事評価を実施します。

②ベテラン職員から技術やノウハウを伝承するなど，自治体職員としての高度な知識・技術の

習得とともに，迅速かつ柔軟に課題解決を図れるよう，庁内外を問わず様々な知識や技術，

専門能力を身につけ，政策形成力を発揮することでまちづくりが進めていけるよう，職員と

しての資質や能力の向上を目指します。

③多様なニーズに適切に対応するために，市民ニーズの分析を全庁的に行い，サービスの向上

に反映します。
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指標（単位） 
現状値 

（H26） 

指標の 

方向性 

めざす値 

（H32） 

人事評価対象者割合（％） 34.1 100 
研修会や職場研修の参加人数（人／年） 3,410 4,000 
苦情で提起された内容を行政サービスに反映

した件数（件／年）
3 6

14-2-2 職員一人一人及び市役所全体の危機管理能力を向上します。 

（重点取組） 

①危機発生時における初動対応力や，行政機能を継続するための「*事業継続計画（ＢＣＰ）」

など，危機対応に関する職員意識調査を定期的に実施し，組織及び職員の危機管理能力向上

を図ります。

②市民から信頼される職員の資質の一つである法令遵守の意識を高めるため，公務員倫理研修

をはじめとする法令遵守研修を行います。また，様々な社会環境の変化に対応していくため

には，職員一人一人が組織の目指す方向を共有し，社会的責任が果たせるよう職員の行動指

針を作成します。

③*マイナンバー制度が新たに始まることから，従来よりもさらに高いレベルの個人情報保護

や情報セキュリティ対策が求められるため，職員意識の向上と定着を図ります。

指標（単位） 
現状値 

（H26） 

指標の 

方向性 

めざす値 

（H32） 

危機対応に関する職員への意識調査における

理解度（％）
― 100 

法令遵守研修の参加人数（人／年） 143 200 
情報セキュリティ自己点検における達成率

（％）
87.0 100

４ 市民主体による取組                                 

◇市民から見た行政の改善点の提案

［関連する課題別計画］ 

芦屋市人材育成基本方針（Ｈ26.3 改定）

芦屋市人材育成実施計画（H27～H29）

危機管理指針（H25 改定）

*事業継続計画（「芦屋市地域防災計画・水防計画（毎年更新）」に包含）
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施策目標 15-2 歳入・歳出の構造を改善している 

                   （施策目標推進部：総務部）

１ 前期基本計画の「重点施策」                              

・本来，市として果たすべき仕事や役割を検証し，公共サービスの再構築に取り組みます。

・財政健全化のための取組を進めます。

２「前期の取組成果」と「後期の課題」                           

公共サービスの再構築では，行政改革の取組のほか，*事務事業評価において妥当性，有効性，
効率性を評価することにより事業の手法や効果を検証し，歳入の確保と歳出の抑制を図りつつ，

経営資源の最適配分に努めてきました。

財政健全化の取組では，「芦屋市行政改革実施計画」に基づき様々な課題に取り組むとともに，

*市債残高を早期に減少させるため，借入の抑制や繰上償還などに取り組み，平成 26 年度(2014
年度)末には「芦屋市行政改革実施計画」の目標である 500億円を切ることができました。
一方，少子高齢化の進行に伴って増加する社会保障費や公共施設の老朽化への対応等に伴い，

財政の先行きは険しさを増しています。

今後，さらに効率的な行財政運営を行うため，事業評価の仕組みを改善し，サービス向上に生

かすことが必要です。また，引き続き*市債残高の抑制に努める等，さらなる行政改革の推進に
より早期に財政の健全化を図る必要があります。

３ 後期５年の重点施策                                   

15-2-1 各施策，事務事業の効果を点検し，事業目的に対して，より効率的かつ効果的な行財政

運営を目指します。 

（重点取組） 

①限られた財源を有効活用できるように，*施策評価，*事務事業評価を実施し，各施策，事務
事業の妥当性，有効性，効率性などを検証し，改善に努めます。

指標（単位） 
現状値 

（H26） 

指標の 

方向性 

めざす値 

（H32） 

市民アンケートによる市政に対する評価で，

「とてもうまくいっている」「まあまあうまく

いっている」の回答割合（％）

68.4 71.8 
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